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後方羊蹄山（－..クカ 9ヌプ 9）の植物分布朕態に就きて

西国彰一
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後方羊蹄山は本道史上の名山左上而も所産植物の豊富なると交

通の｛更に擦るとと金道諸高山に冠たれ従て有志の本曲に植物採

集を試U 忍もの頗る多しo’も余は明治三十九年八月故恩師荘司高六

氏に従って初て本山に整上葉植物卦布扶態の特異なるに注意し、

爾来乙れが調査を在 3むととを企て、明治四十一牛宮部博士に従

つτ再び整山し．以て第二岡の調査を遂げ、l 路実要を得たれ

明治四十四益事八月大野博士に従って三1?.ぴ本山主擁上ゃ、其植

物砕布股態を詳にするを得1?.9 o 却も録して間婦の牽考R供せん

とす。然ども．本山由域の慶大にして妻子布区域の多様在る、調査の

完壁は本日比得て望むべからず。須〈後日の探険調査を待ちて修

補するととろあるぺしO

本篇題して綾方羊蹄山植、物喜子布駅態と在す。由来本曲名の和解~

闘しては匡ゃの1論議あ b。臼《、羊蹄山、異狩岳‘稜方羊蹄山、蝦夷富

士と其何れを是と L..何れを非とすべきかは識に評論するの傍白

を有せず。余は只而かく信ずるが設に鶏《題せるのみ、 Zれが理

由と論評とは綾日の畿衰を待つべし。

本山の高度亦毘やn＂。健司：垂直接事民於ける高度の標準を定む
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る乙と頗る難事な 90 依℃本編は北海道聴最近の調査にか Lる19

4~ 米突（6470尺〕を取 b‘中間高度は前後三同に渡る宰金晴雨計によ

る測定を基礎として推算せ b0 

余は本編を草するに営 b懇殺を辱ムせる、宮部博士．大野博士．竿器－

串士、伊藤皐士、並に皐友近藤金吾君 F：.謹謝し、叉諸般の便宜と助言

とを奥へられたる蝦夷富士登山曾幹事高山高次郎氏並に小樽巨星

野三郎氏に謝意を表すO

設に悲むべきは恩師荘司高六大人の今や幽明境を異にし．本篇成

るの喜を共にし．戚謝の意を表する機曾をし τ．永遠に有せしめま

る乙とを、只ゃ謹て霊前に呈すO

地理

後方羊蹄山．ー名蝦夷富士は土人の所謂マグカリヌプヲ（海抜19生3

米突）』こして、北緯42度 50 3} 東経 140 度 4~q子臆振園此田郡に在上本

道西南部に於ける最高峯在 b。山容端正なる快頂園錐形にして、裾

を四方に引き、北は傾勃38度にして倶知安高原に蓮札束は 32度に

して目名原野に接し、南は30度にしてマクカリペヲ原野とな仁西

は傾斜－ゃ、綾にし℃ 28度、比羅夫牽地に向ムコ山麓は東北西の三方

ジザペヲ河環闘し、南西マ Pカヲペツ河流れ．二水合し℃西流し山

峡を破 bて、後志穂に入るO故に山域自然に雨流によ b℃限界せら

るO

比羅夫口（西口）山麓にー小湖あ b形竿月肢をなす、乙れを竿月湖と

ます。湖の周瞳傾斜35度周国一里除倒固錐形肢をなす、乙れ即ち太

古に於て爆裂せる寄生火山口在 b。絶頂に三個の奮噴火口あ b6 

大噴火口は周園約1里18町、直径約 1000問、深苫 10 0問、東南のニ面

は峨令たる安山岩質熔岩よ b左上其傾斜30-38度、下るを得べく

して上るに容易ならず。北は30度西は更に緩にして 26度、北及西

の内壁に岩石の露出少なく粉砕岩よ bなるを以τ、昇降容易な h。
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口底は固形にして直癌約70間．八月初旬迄は結水あるも中旬蒸稜

し去 bて犬磐需＋たるの上僅に御手洗的持者＊を見るのみ。更に口

壁の頂上を一周せんか。西壁頂上ーのん、饗の抗；原あれとれを中震

牽となす心蝦夷富士山頂、噴火口内部の妊観をーi障に集め．中、小の

火口も亦指呼の聞にあ bo 中霊牽よ b右姻 b西南に向って建まん

か..＼号背を上 bて南門牽あ b。東南壁上は寄峰乱出し石曾昔、天狗岳．

鎗が岳、或は剣峯をなす、此間或は岩を挑ね、或は怪岩の聞を通じて、

遂に東北方陸地測量部三角標に達すO 乙れを越て蝦夷富士頂上最

高峯北銭岳 194;3米突に達す。更に北に下らんか望旭査と左上遂に

中噴火口上の北門牽 K遣すベ L0 

中噴火口は、其口壁周闇凡4町30問、底面閏形にして其周園約 10間．

中央に安山岩質熔岩の大塊第令た上岩脚瀦水を見る。

小噴火口は、口壁周園約3町 30問にして、甚7さ浅しコ下底に緒水あ上

多く （2ぞほちゐ、を産す．乙れをゐぐさが池と在すO

本山は其外壁 lこ於て数多の穴津を有し、其走向によ bて各特異の植

物匡景をさEす。海抜約 1800米突にして一大緩傾斜地あち、初夏の候

百花欄慢黄紅白紫を競ム、乙れを御花畑となすO中に小湖あ b.不断

の水を瀦ム、雲泉湖と云ムコ湖畔のE岩謡令 12る間続るに珍花をも

ってし、自ら小公園をなすO西円蓋下一小浜あち、御花畑入口よち右

折しが；＿］ 9町Iとして遣すべし‘探聞の小流緒して長池をなす、池中に

ほしみ Eろを産す、星が池と稀せらる、も奇な k i由昨亦燭特攻る

植物景視を見る。南門牽下‘下る乙と約300尺にして叉津あ b.分れ

て三小津を在す。八月中旬向；残雪を見多くみつはわラれえを産す、

乙れを薬草が原と名づく。三角標よ b第二番擦を下る乙と約 1000尺

にして一大緩傾斜地あ上本山中第ーの御花畑た b乙れを霊岩公

国と云ム。
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植物敷及び植物帯

後方主蹄山は交通の便に操る乙と金道諸高山中第ーに位すO 従て

本山 ι植物採集を試むるもの最も多し設に奉るの除柿を有せずO

只本山所産の植物にして既に記録せられたるもの

明治二十八年マ沙カリヌプ W集象観ifflj言E ヨ呈f干

明治三十八年植物皐雑誌第十九巻第二百二十七競T グカ」三~－植物
組科

周年本舎舎報第一巻第一宮君、マグカ甲ヌデ可山項植物 3'if!ト

明治四十五年宮部博士就職二十五年記念論文集 同日銭の補遺

明治四十二年高山植物探集及培養法、中にマグカリヌプ甲山植物日銭
＝－ーで＝＝＝＝ 28科

明治四十四年文武曾雄誌第六十四競蝦夷富士め花 42科

47干遺

96干遺

77荷

24干重

日主種

109趨

明治四十五年宮部博士就職二十五年記念論文集蝦夷富士山頂に於げろ山火後殺生
ぜる植均に就て 7科 14穏

71'科七三百！stモ
戸常高知氏

架野宗太郎氏

宇津 ill]氏

悶 氏

志村烏嶺氏

近藤金吾氏

同 氏

本篇に記載せる綾方羊蹄山所産の植物教は頴花植物66科230種隠

花植物8類 35積線計265種を計せれ

植物帯マクカリヌフ・ 9山麓ジリベツ河マグカヲペヲ河界限は、マ

イ JV氏の所謂第三帯（落葉澗葉樹帯、山毛棒帯）に麗し、1200尺の駒返

附近に及び。1200尺以上は、第四帯（針葉樹帯、憎栓帯）に属すべ 3も

のにして、中！度以上壬00 0尺に遣し。其主木はね今立つ、とぎ会つにし

て、在 Lかまど、うだいかんば、むしかb、等の潤葉樹種を混ぜb04400 

尺以上頂上迄は、第五帯（恒松帯）にして t壬400尺の峰背及び 5000尺

迄の渓谷は上方潤葉樹林（樺木帯主木 0.今のだけかんば）を現はし、

以上は純然恒松帯にして頂上に及ぺ hO純然たる草本帯 i工、本山に

於て、とれを見る能はすと躍も、6000尺以上6470尺の山頂に達する

聞に於て恒松帯に交雑するものを見るを得べ L0 

植物配布の賦態

本山の植物配布賦態を見るには．現今唯一の登山口たる比羅犬口

（宇月湖畔）よ bするを可とすO往時登山道の開撃今日の如くならぎ

bし際は．登山者の多くは目名口（日名原野）カジユプナイ川上流た

るー僚の穴揮を利用せ bO されど其傾斜買に 30度I比羅夫口 25度乃
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至28度に比しゃ、念峻をきはU。而して函樽錨道の開通と、蝦夷富

士登山曾の登山道開撃とは、此比較的緩怠る斜面利用をし℃復活せ

しめ．遂に今日．の盛況を見るに至れるもの意 bO以下比羅夫口よ b

観察したる本山植物の垂直分布を越ん。

竿月湖畔（80 0尺）よ b駒返し（1200尺）に至る沿道。

あお7さも、いたや、う 7ざいかんば．おほなら、芯ほばほ.1ざい t：：ゆ、くは‘

あへ弓 7さホ.J》にく切るみ、乙よごし、 3 はしば．し方の~.しう上 きは7さ．

しらかんば、せんのき、とものき在、かま E、ほ Lのき－みづき‘ U し

か~.めいげつかへで、やまはんの3、等の澗葉喬木の欝蒼 tz る聞と

互主2 の混生するあ b。樹下に見る撞木の重なるもの、三－~工主..tt.

すくw b、あがらば君、いねがや、いねつげ、るほぼすのき、の bのき、等に

して、樹聞を縫よ、てやまぶ7さう、乙 ＜.o、等の磐綾するあ b。樹幹に極
続すもるもの。

ったうるし、つるあぢぎゐあ bc樹下に見る草本の重なるもの。

あ豆二戸、~、むぞにう、む守の 3 つねあぎみ、ゑんれい 3 う、主丘一ば竺

皇_sj芝、主今のょっばU ヤら、るほばうばゆ~ . l;-- ほばい 1~c1J~ 重工三

守 b君、きつ bJ、ね、〈 至主皇主、iー芝生エ2、i互全一庄三三一些且竺ユ、

くされだま、土豆一丈広三三、＿Z: んろん 3 う、主土佐らーι 豆ム主主主~

工主、 3 はあち、さゐ、とちばにんじん、在つゆ~ ~1-－~がじらみ、1主ι

うど、ひよど b ば攻、世主 b しづか、~_&k_主主、並立主、

みやまとうば在、むかどいら＜ ~、みやまたにたぐ、全

ぶたば乙、ゆきぎ~、よぶすまさラ、れんよ＜ ~今、ゃなぎらん、 _23>_!_

&.J三三、つくばね 3 久おほうめが~~う、三二主のみづは、よ生－~等黄

紅白紫樹下岩際を飾るを見るべしねまが 91iけ、路傍を埋むるの

聞を縫ムて進む。

盟主ム（120 0尺）、急坂とれよ b起る、崎幅たる岩際を縫メ、て、羊鴎十
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八曲折、蘇苔滑なる慮既に針葉喬木林裡に入る。

とどまっ、乏ぞまつを主とし、澗葉樹の其聞に混生するもの、いたや、

う7ざいかんば、主与がらば君、忘ほばゃなぎ、しう bぎくら、君、かまど、

みねかへて？、むしか IJ.Ctろはにはとと等の喬木、小喬木を見るべく

草木及濯：木の岩際tこ立つもの、のちのき、あかみのいねつげ、乙まが

7ざけすヤ b、むら苫 ~やしほっつ I.:, 等にして、いはがらみ、つるあぢ

3ゐの樹閣岩角に磐j諒するを見るべ LO草本の重なるものO

ラど、むほばたけしまら花、るほばいらくさ、 bぞにう、ぎよぢじゃに

k~とく、 3 はあぢきゐ、~らしなしようま、しらねあふ仏、 tc. 付しまら

ん、てんなんザう、止ちばにんじん、なつゆ主 注ラ、ま日づるさう、むか

ど、出らく京、よぶすま 3今、るゐ 0｝、ほ・n IL、るゐむ よ、しようま、やま

ぶ旦しょぢ堂、あまちゃづる、にして、岩際の陰地に生ずるもの、みや

ま！々にたで、みや吐かたばみ、れんよく芯ラ、づ7さやくしゅ等紅白の

小布を縁るの外、多く羊歯類を産すO

じうもんじしだ、とらのをしだ、くじゃくし充、いわがね 3う

間合目溺仙閉（23 0 0尺〉、に遣すれば樹陸も其教を減じ包囲の乏ぞま

つ、天に柱するの聞いたや、う 1f.いかんば、乏今のだけかんば、たがら

也生、な Lかまど、等の潤葉喬木小喬木其聞に黙綴し、ねまが日臼

の下交ふるに、あかみのいねつげ、あほばすのき、つるつげ、みや吐し

主主等を以てし草本の種類甚7さ多からず。

あ~の主 9 ん~う、b lまば之、みやまたにたで、以と bしづか、ゃなぎ

らん、

みかへ b松（4000尺）Iζ 達す。但し蝦夷松のE木にして崎態他に述む

べからず。此遺喬木帯の柊黙と思はる。針葉喬木漸弐其高志と太苫

とを減し乏干の7ざけかんば代 bて勢力を得延今大蛇の伏せるが如

3を見る、即ち上方調葉林（雁皮帯〉とす。急坂直上天を臨んで登るの
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問、あくしば、竺：＿~＿豆、（~） 5 主生三2豆、 b ぞのたけかんば、主主

五盟主、るほぼすのき、乏しあぶら、あかみのいねつげ、ちしまぎく ら、つ

互主豆一塁、主主豆工生豆、三笠lU三立金、みねかへて、D'己~ ~＿＇つ b ば在、

主ιし豆~等の小喬木濯木を見るべく樹下に綴る草本に！：lo むサす

支ムゴ生、あきの主 9ん3ラ、と」さつつじ、ラすばさいじん、むぞ Jふすま、

支テのよつはむぐら、たにささやラ J土うちゃく~う、ま以づるさう、

みやま乏んれい~ラ等を主とし時にしゃく じゃラさうを見る乙と

あるべしO

車盆j警（14U 0尺）、 えサのたけかんばの老幹延令峻坂に横はれ蛸雁

皮、腰掛雁皮、或は鳥居雁皮の崎態百出するの迭、就に恒松帯に移るO

とれよ b七合目、胸突参丁（50 0 0尺）に至る問、樹本の重なるもの、あく

しば、 今之 h,うつぎ、むがらば在、 ぉほばすのき、 b守の7ざけかんは輔、

らしまぎくら、はとλまつ、みねかへて、みやまななかまど、みねゃなぎ、

むしか h等にして、樹下の草本には、

企む日＿9~三三、いはつつじ、うすば浅いし ι~ ~，，のょっぱむぐ

阜、主区立たけしまらん、からまっさ久三主主一良i皇、乙けもも、三主主

いもど、とラげしば、なつゆき~う、みやまたにたて、みやまかたばみ、

電光坂（53 0υ尺〉、再び羊腸曲折五十三岡の峻坂、所謂電光坂に出づ

れは、渓谷分布の景観を見るを得べ〈。

ラ乙んうつぎ、むぞのだけかんば、ちしまざくら、は日立つ、ほざ主な

なかま芝、みねかへて’等の樹下、あ事のき h ん~う、いはべんけいさ

今、b ほか 3もち、あわも bしようま、きぱなしゃ〈なげ、ぎよう じゃ

にんにく、乙けもも、いはつつじ、ごむよ、いちご、ちしまムうろ、まるば

の仏れあぎみ、よぶすま~う、からまっさう、

等美なる高山植物寅紅白紫を競ムを見る。急坂毒くるととろ、

御花畑入口（58 0 0尺）、に達すo旦旦ま二2密生する間金三二まな在かま
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ぜ、うとん弓つぎ、きば在しゃく在げ、はな以 bのき、皇しまさf5＿一色、圭

ほばすの白、等を混生すべく、＼：草本の重なるもの、

あきの主 9 んさ号、あわも b し主三主、竺＿..f_~し笠l_、主~三、主盟主う

さも丸、からまっ 3ラ、きょうじゃにんにく、注んかえ人全三笠_QQ

れあぎみ、まひづるさう、~主全企一竺__Q，~ま」主庄三、

御花畑（6心00尺）所謂神苑に還すれば、雲泉湖昨百花繍蔓の湛観に接

すべく。

あきのさむ λ 苫う、あらしく＂~、いはべんけい 3 ラ、いはあとぎ主、と：

よ：~ きぜ b 、う ι じろ 1Z て、う乙んうつぎ、きーとのつがぎくら、 ~J町三Iま

よ、すま、からまっきう、きば在しゃくぎげ、どぜんたちば在、ご？？ムい

玉三、~をによもぎ、しらねあ 1' V.、竺ま ξ lJ ~ う、在つゆ~ さ乞竺並

ど-2_笠、ひろはの以めいちげιちしまムラろ、まるばのしホつけ、主三~

5えばい、みやまななかまど．みやまが hやす、うめばちコ今、まる庄

の以れあぎみ、乙けもも、

等賞紅白紫翠緑を黙緩して；告角を飾る。更に山頂宿泊所雲表閣背

後の斜面を探らんか、

あらしく＂き、いは zーとぎ b、いはべんけい 3 ラ、いぶきぬかt宏、うめば

もきう、う乙んうつぎ、うらピろ12て？、芯やま lJft_ 1さう、くるまゆ b、・

~まによもぎ、ちしまムラろ、しらねあふ仏、は＜ 苫んち flJ＇まるば

の日れあぎみ、やまははと、あわも bしようま、るだまさ、みやま Eλ か

げのかづら等を見るべし。雲泉湖よ久頂上噴火口氏達する念坂、左

に恒松の焼跡を登る乙と 2丁の間岩際氏、

v2ぞのょっぱU ヤら、12R ~ きゃう、どぜんたちば君、ごむムいちご、

を見るべく O路傍の樹下に、あわも bしようま、いは芯とぎれう乙ん

うつぎ、乏サふすま、~まによもぎ、ちしまよ、うろ、なつゆき~う、まる

ばのとλれあゴみ、みやま以かげのかづち、みやま在なかまど、みやま
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主主主民主主、れんよく 3ムまるばしもつけ、あ 5のき bん3ラ等美花

を付〈 るあ ！， ',{rfi松の焼跡iこは、

みやま君在かま芝、ゃなぎらん、あきのき bんさう、 ごぜλn.ちt-f君、

等の既代接生せるを見、ぜにどげ、ほそすぎどけ、の群落所ベト K黙存すO

更に未焼区域よ b焼跡に浸入するもの、之けもも、きば在のしゃ〈

立土芝、う之んうつぎ、等あるを見るべし。選議きて、

盟主選民出づ、E岩黙在するの潟地あきのき bんさう、いぶ3ぜれ

bん7さ今、るほや竺1主~~＿c＿芝-2_ ＇ う乙んうつぎ、必いらんたい、芯やま

まふすま、がん之今らん、くるまゆ b、乙けもも、 ご乏よ、いもご、 3ま

~主主主、；乞しまよ、うろ、は在どけ、つめごけ、主~ばしもつけ、三並~

＿；宣之、みやま事ん立王士、みやますずめの ζAゑ、みやまびかげのかづ

阜、せんほ．んやち等主得べ〈、恒松の樹下愛らし 3、bんね 3う、 a:見

るととあるべ L0 

大噴火口（62 0 0尺）、紳笛漢土 b中霊牽に登れば大、中、小の火口並列

して、指呼の聞にあ bo即ち大噴火口よ b漸次採集を試みんか、中霊

憂の附近藤砂推積する慮、

いはぶ〈ろ、いはぎきゃう、うらピろたで、ほそばあんたぐ、き ＜ばく

』~丘、みやま主益ぷ工、等の乾性高山植物景観を現出すべく、中霊

蓄量よ h右姻 b、馬脊を登 b南門牽に至る聞の大噴火口壁上、あきの

き ちんさう、いはあとぎ上いはささやう、いはべんけい 3ラ、いはは

乏ぞつがぎく

ら、あやま bん7さう、おほか 3もち、がん乙うらえ、くろ今すご、日立主

~今、ラめばちさ今、う乙んうっき、たぎほ、いちゃ〈

主主、とすぎらん、三笠一主＿＿！＇さまによもぎ、たかね肉泊三医、主 J_,_x_,b之

主、1主ーくさんもど b、みやますずめの以ゑ、主yJu.かげのかづら、 Ii::_

やまたねつけば君、みやまく λすげ、 bんね3う、きんすげ等を産し、

就中 1cかねとんぼを珍とすべく、岩頭砦角を鼎緩するもの、いはう
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め、いは以げ、いわ弓すげ（新橋）3-－－＇位ば主主；竺さー〈一皇、『 7ざいもんじ 3今、

みやまいちごっ攻雪、くろうすご、れよ A..＜λすげ（宮部博士新橋）

等あ h。
とれよ b南壁、熊峰群立するととろの、岩角佐藤るものには、竺］主ぷ

くろ、いはうめ、 1／、は υげ、いぢつつじ、之けもも、みやまはんせラづる、

7ざいもんじ~う、〈ろうすご、等を見るベ L0 

夏日中震牽よ h左廻 9.,flf松の焼残する聞を登仁三角標に達する

の問、

あ3の芦 b A..苫 う、いはラめ、いは以げ、いはおとぎ b、全今つがぎく

ち、みやまむ 7ざま 2、が /l,之今 t、，f、5んすげ、〈ろすげ、Zめすすき、

芯古代よもぎ、ちしま J、うろう、たかねすみれ、はくさんもど bJま b

すげ、みやまくろすげ、みやまはんせうづる、みやまいちごっなぎ｝

b んねさう、 V• ぷ主ぬかぽ等を見るべく。E巌謡々たる間し乙 1? ん

は之ぺ、だかねあまみ、（0マムじあぎみ）（新稽）等の珍品を得べ〈。砦

陰や L潟性の黙，＿2_主主せきせ久ちしまらつ Bゃうを得ぺ L0 

大噴火口底、直下1000尺大噴火ヨ底に下ら A..か、 E巌の下あらしヤ

志、いははたぎほ、うめばちミミラ、みやまあだま主'1?かねすみれ、ちし

ませきしゃう、しとたんは乙べ、日めみやますみれ、みやまだねつ付、

ば在、ちしませ主しやラ、みやまくろすげ、おのへ bんだ今、うつほ.(" 

3等を見るべく。南壁岩下陰擦の地多く地衣類を産し、ちしま主ん

れいくわを産する乙と多し。

小噴火口、小噴火口は大、中、噴火口の中聞に座すO面積甚だ小なれど

も、珍品に富 Uo口底一小池あ b、全守ほちゐを産すO 12かねむみなへ

し、（ちしまさんれいくわ）を珍とすべし

あ 3 のき b ん~う、い l主主与とぎ b 、いはぶくろ、いはは 12~ ほ、 b のへ

bんだう、みやまる 7さ主主、くじゃくどけ、乙めすすき、さまによもぎ、
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ほそすきどけ、低ちば忌んたて、ちしまムラろ.iまラらいきう‘みやま

すずめのとλゑ．めあかん主 A.ばい、みやまさんばい、やぞほ号ゐ等密

生すO

中噴火円、小噴火口の北に接して存す、口底不断の水あれ水底多〈

の蘇類及むサほ毛lゐを産す.7](謹E岩謡 φたる岩角いはうめの家生

するを以て特異とす、其他岩角を飾るもの、

全ラケのつがぎくら、とけもも、とめばつがぎくら、みやまさんばい等

あ事O口壁にいはぶくろ、あのへ bんだう、きばなしゃ〈なげ、ごぜん

主五世主、さまによもぎ、ちしまムラろ、以めからげ、ほそば~ んた-c.
まるばのしもつけ、等を産し特に蘇類を産する乙と他 K冠たれ

薬草が原． 薬草が原は明治四十一年八月蝦夷寓士高山植物講習曾

開設に際し‘会等曾員の探鹸接見すると乙ろな b。所謂商門牽下よ

長恒松林を直下する乙と 400尺乃至500尺滋谷卦かれて三俸をな

す、みづばわうれんを産す、薬草原の名乙れよ b起るO

第一漢、あらしヤ芸、いぶ含ぜれうめばち~ラ、主るほかきもち、きば在

しゃくなげ、くろうすご、乙いち bムらん、しろば在 It.が君、 うつ~－ (" 

~、ちし吐よ、うろ、ちしまさん段。うげ、みやま主んばい、みやまや t! ぎ

等の珍品を見るぺ〈。第二渓収入れば八月中旬向残雪を見る、流れ

lこ？合ムて下らんか、いはいて今、みつばわうれん、最も多〈、

あらしく蜘 ~、うめばち芯う、きぱなしゃし在げ、さんすげ、みやまや在

ぎ、みやまくろすげ、しろば在にが在、はくさんちぎ b、乙いち b｝、ら

ん、ちしまさん ff" うげ等黒.~ ，｛，－岩際を飾上第三演に達すれば、あ阜の

き b ~ 注 今、う乙えうつぎ、きば在しゃくなげ、くろ今すご、ちしまム

うろ、しらねあよ、 υ、はく ~~ち f b，を産すO

震砦公園、三角測量標よ b第二番演を下る乙と、 約9町の地黙にあ

L 出口理皐士の接見にか、る。本医域｛立山中最も大在る御花畑な
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れども、同氏以来未だ乙れを探除せるものあるを聞かず。

ちんぐるま、を産するとと、出口皐士の採集によ hて知らるO

基ど油、御花畑入口よ b下るとと約9町にして星が池に遣すO 池中

ほしみどろ k産するも寄とすべし、 地迭の植物景観も亦自ら濁特

のものあ b、いはいてム、たかねすみれを珍とすべく、

あらしぐ 3、いはぺんけい~う、いぶきぜ b 、いぶきぬか t1＇、うすば~

と主主、きめばちろ三、ラ之んうつ 3、えをほそゐ、むいらんたい、三五

じろたで、むのへ bんだう ＇＇／）， うぞ b在、みやまるだまき、 しらたまの

主、昼豆三生一色、さんすげ、主ばなのじゃくなげ、くろうすご、ご乏ふつつ

じ、 :;'Sまによもぎ、ちしまムうろ、みやまくろすげ、しらねあよ、以、は在

どけ、はく さん 'hc K日めくわん守う、みやますずめのびゑ、みやま
全j生一ぎ、企三やまびかげのかづら等其周壁に叢生するを見るべく、岩

角の聞いはぶくろ、乙めばつがぎくら、 7ざいもんじ~うの綴るを見

るべ L0 

本山植物目録は紙面の都合あれば次暁に譲る。

村. 


